
無人店舗実証事業
事業体制

㈱QTnet
無人店舗のシステム・筐体

無人店舗（実証事業フィールド）

九工大生協
無人店舗で販売する商品

（飲食料品）

九州工業大学
無人店舗の課題解決・付加価値
創出に繋がるアイディア・技術

店舗設置環境（電源・土地）



無人店舗実証事業
店舗概要（システムのベース仕様）

①入店（④退店）
顔orＩＣカード認証
（学生証・職員証）

②購入品決定
画像認識による

商品識別

＿＿＿
＿＿＿
＿＿＿

カメラに顔を向けるか、学生証
・職員証をかざすことで自動ドア
が開きます。

顔

ＩＣカード
（学籍・職員番号）

店舗内の商品を手にとって、商品
識別レジに置くことで、購入する
商品とその購入金額を表示します。

×２＝￥２００

×１＝￥１５０
Ｔｏｔａｌ￥３５０

③決済
生協プリペイドカード
（組合員証）による決済
購入する商品とディスプレイ表示
を確認し、間違いなければ生協プリ
ペイドカード（組合員証）で決済。

認証に用いる元データは、主に学生証・職員証
に使われている、顔写真となりますので、その
写真のうつり具合、撮影時点からの経過期間に
よって認証がうまくいかない方もでてきます。

レジに置いた商品とディスプレイ表示の内容が
一致していることを確認して下さい。

ディスプレイ表示
（商品識別結果）

商品識別レジ
プリペイドカード
（組合員証）決済

×２＝￥２００

×１＝￥１５０
Ｔｏｔａｌ￥３５０

ＯＫ

※九工大生協のプリペイドカード（組合員証）
をお持ちの方のみ、決済が可能です。



無人店舗実証事業
店舗概要（新規商品登録のやり方）

①１商品当たり、写真をわずか６～８枚撮影することで画像認識に必要な条件をクリア

②商品情報と商品画像情報をワンクリック
で繋ぎ、商品登録することが可能

商
品
情
報

商品画像情報



無人店舗実証事業
店舗概要（店舗内壁への光触媒塗布）

無人の店舗内において、衛生環境を清潔に保つために

自浄効果のある可視光型光触媒（※九工大発祥の技術）

を店内壁面へ塗布しています。

※技術情報はコチラ ※研究者情報はコチラ
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